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1   はじめに 
翻訳反応は、リボソームが様々な翻訳因子と機能

的に相互作用することで進行する。リボソームには

“ストーク”と呼ばれる柔軟な突起構造が存在し、翻

訳因子の機能発現に重要な役割を果たしている。

我々は最近、古細菌由来ストークタンパク質 aP1 の

C 末端部位が、翻訳因子である aEF1α、aEF2 および

aIF5B と直接相互作用することを明らかにした。ま

た、真核生物由来ストークタンパク質 P1/P2 の C 末

端部位の変異は、翻訳因子の活性を著しく低下させ

ることも明らかにした。これらのことから、ストー

クタンパク質と翻訳因子の相互作用が、翻訳因子の

機能発現に重要な役割を果たしていることが明らか

になった (図 1)。しかし、この相互作用がどのよう

に翻訳因子の機能発現に関与するのか、そのメカニ

ズムは不明である。特に、EF1α/ EF-Tu についての

知見は少なく興味深い。そこで、我々は今回、aP1
の C 末端部位と GDP 結合型 aEF1α の複合体の構造

を、X 線結晶構造解析により解析した。 

 
図 1 リボソームストークと翻訳因子の相互作用 
 

2   実験 
aEF1α は古細菌 P. horikoshii 由来のものを大腸菌

を用いて発現・精製した。また、aP1 の C 末端部位

としては、aEF1αとの相互作用に関わる 32 残基を含

むペプチド (aP1(C32)) を化学合成して使用した。以

上の aEF1α と aP1 を混合し、100 mM Hepes-NaOH, 

pH 7.5, 10%(w/v) PEG6000, 5% (v/v) 2-methyl-2,4-
pentanediol からなる溶液を使用することで、蒸気拡

散法により、aP1(CTD)•aEF1α•GDP 複合体の結晶を

得た。測定は BL-5A、NW12A にて行った。結晶は

空間群 C2 に属し、格子定数は、a = 157.26, b = 87.42, 
c = 82.46 Å, β = 92.3 °、分解能は 2.3 Å であった。 

 
3    結果および考察 

aP1 は aEF1α のドメイン 1 (GTP/GDP 結合ドメイ

ン) とドメイン 3 の間に結合し、それらのドメイン

を架橋していることが明らかになった（図 2）。

aEF1αは GTP 加水分解に伴いドメイン 1 が大きくシ

フトすることが知られているが、aP1 はドメイン 1
と 3 を架橋することで GDP 結合型の aEF1α の構造

を安定化させ、そのことで aEF1α の GTP 加水分解

に伴う反応を促進していると考えられる。さらに

我々は、真核生物由来のストークタンパク質と

EF1α を使用した活性測定を行った。その結果、ス

トークタンパク質と EF1α 間の機能的な相互作用は、

古細菌と真核生物間で保存されていることが示唆さ

れた。 

図 2 aP1 と aEF1αの相互作用 
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